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はじめに
2006年2月27日，知床半島オンネベツ川河口付

近の海岸において，油暴した海鳥の死体が発見さ
れた．その後の調査によって，稚内～知床半島まで
のオホーツク海沿岸で確認された油爆海鳥の死体
は約5,600 羽であった．この事件に関する報告は中
川（2010）および日本野鳥の会オホーツク支部（2006

年春に発生した北海道オホーツク海沿岸部における
油汚染海鳥大量漂着事件の概要．http://www.wbsj-

okhotsk.org/beachcensus/gis080309.pdf，2020 年 10

月31日閲覧）に加えて齊藤（2017）に詳しい．この事
件への対応と原因究明のために，事件発覚直後か
ら知床半島周辺海域の海鳥類の個体数調査を行っ
た（2006年春に発生した北海道オホーツク海沿岸部
における油汚染海鳥大量漂着事件の概要．http://

www.wbsj-okhotsk.org/beachcensus/gis080309.pdf，
2020年 10月31日閲覧）．知床半島斜里町側の海
鳥に関しては，夏期における海上の海鳥が調べられ
ていたが（福田2002；福田2005），冬期の記録が無
かった．このため，海鳥の事件以前との個体数変化
が確認できず，事件がオホーツク海の海鳥類にどん
な影響を与えたのかがわからなかった．そこで，オ

ホーツク海沿岸の基礎的な海鳥の生息状況を把握
するため，斜里町から網走市にかけての海岸2カ所に
おいて、2007～ 2009年に行ったモニタリング調査の
結果をここに報告する．

調査地および調査方法
調査地は岩礁海岸と砂浜海岸にそれぞれ1地点

を設定し，20～ 60倍の望遠鏡と10倍の双眼鏡を
用いて調査を行った．岩礁海岸の調査地を調査地
Aとして，斜里郡斜里町ウトロ西（44 ° 02'10"N 144 °

55'58"E）に設定した．砂浜海岸の調査地を調査地B

として，斜里郡小清水町浜小清水（43 ° 56'06"N 144

° 27'10"E）に設定した（図1）．2つの調査地点ともに，
天候は晴れもしくは曇りで波風が平穏な日を選んで
調査を実施した．各調査地の調査は同じ日に実施し
た．

1．調査地A（岩礁海岸）
調査は日本の滝100選に選ばれているオシンコシ

ンの滝駐車場に接する国道334号の歩道で実施し
た．調査地の海岸は玄武岩質安山岩からなる岩礁
と礫浜であり（後藤2009），海岸から約3km以内の
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水深はおよそ60mまでである．期間は2007年1月～
2009年12月で，2007年は各月の上・中・下旬に各
1回，2008年と2009年は各月上旬に1回実施した．1

回の調査時間は11:30～ 14:00の間の約15～ 30分
である．

2．調査地B（砂浜海岸）
調査はJR浜小清水駅付近の海岸砂丘上で実施し

た．調査地の海岸は砂浜であり，海岸から約3km以
内の水深はおよそ30mまでである．期間は2007年1

月～ 2009年12月で，2007年は各月の上・中・下旬
に各1回，2008年と2009年は各月上・下旬に1回実
施した．1回の調査時間は09:00～ 12:00の間の約
15～ 30分である． 

計数はカモ目・カイツブリ目・アビ目・ミズナギド
リ目・カツオドリ目・チドリ目を対象に行った．カモ
目は主に水面採食を行う種類を，チドリ目はチドリ科
と，ヒレアシシギ属を除いたシギ科を調査対象から除
外した．そして，各調査地で種の識別が可能な海岸
周辺と，海岸から約2～ 3km以内の海上で確認した
種（種の確定ができない場合は属）と個体数を計測
した．

結果と考察
延べ62日の調査により、調査地Aでは8科32種

を確認した（表1）．調査地Bでは8科37種を確認し
た（表2）．確認された種の多くが両地点で確認され
たが，計数された個体数には違いがみられた．特に
カイツブリ科・ウ科・ガンカモ科で両地点の出現個

体数に違いがみられた．個体数の違いは環境の違い
に加えて，主要な食物や近郊の繁殖地からの距離が
影響したと考えられる．
春は4～ 5月にウミアイサMergus serratorとカモ

メ科の確認が多かった．夏にウミウPhalacrocorax 

capillatusが調査地Aで多くみられた．海鳥の繁殖
が終わる7月頃からウミネコLarus crassirostrisが増加
した．秋は10～ 11月にアビ科・カモメ科とウミス
ズメSynthliboramphus antiquusが多かった．ウトウ
Cerorhinca monocerataは4～ 10月に確認があり，年に
よる個体数に変化がみられた．ミズナギドリ科は5～
6月に外洋を移動する大きな群れが確認された．流
氷の時期を除いて周年確認されたのはクロガモ属お
よびヒメウP. pelagicusとオオセグロカモメL. schistisagus

であった．
オホーツク海は2～ 3月まで流氷に覆われる．流
氷接岸後には海面が消失し，この時期のオホーツク
海は海鳥の生息には適さない環境となる．近年の流
氷には減少傾向がみられており（小杉ら2009），調査
期間中の2～ 3月においても広い開放水面があった．
しかしながら，流氷接岸後の開放水面が広くみられ
た場合でも，調査で確認した海鳥は総じて少なかっ
た．以下，特筆すべき種について詳述する．

カモ科
調査地Aでは冬季に岩礁周辺でシノリガモ

Histrionicus histrionicusが見られる以外に，カモ科の確
認は少なかった．これに対して調査地Bではカモ科の
確認および個体数が多く，特にクロガモ属のビロード
キンクロMelanitta deglandiとクロガモM. americanaが
多くみられた．クロガモ属は流氷期を除いて通年出現
し，8月に少ないが10～ 12月に個体数が多かった．
ビロードキンクロは2008年5月下旬に1,000羽以上
の群れを確認した．スズガモA. marilaは2007年10月
中旬に1,000羽以上の群れを確認したが，それ以外
の期間は確認が少なかった．調査地Aと比べて調査
地Bにカモ科鳥類，特にクロガモ属が多いのは，砂
浜海岸の海底にクロガモ属が好む貝類が豊富に生
息していることが推察される（Goudie・Ryan1991）．
また，クロガモおよびビロードキンクロは採食時に
8～ 20m（最大30m）潜るとされており（金田1996；

10km

© OpenStreetMap contributors
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図1．調査位置．ベースマップはOpen Street Map（http://
openstreetmap.jp；2020年10月31日確認）を使用している．
置図．
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Fox2003），調査地Bの水深がクロガモ属の採食に適
していることも理由のひとつであろう．

カイツブリ科
調査地AではアカエリカイツブリPodiceps grisegena

を11～ 12月に1～ 3羽確認した．調査地Bでは主
にミミカイツブリP. auritusとアカエリカイツブリを多く
確認し，春期は5月，秋期は9～ 12月に確認した．
両種ともに各年11月上旬に最も個体数が多かった．
ハジロカイツブリP. nigricollisは2007年4月下旬に2

羽，同年9月上旬に4羽確認した．ハジロカイツブリ
はオホーツク海の海上で見られることは稀であるが，
調査地から近い濤沸湖では数百羽以上の群れが確
認されている（環境省2015）．

アビ科
両調査地でアビGavia stellata，オオハムG. arctica，

シロエリオオハムG. pacificaの3種を確認したが，遠方
のため種を特定できなかった個体が多かった．アビ
は砂質海岸に多く岩礁海岸に少ない一方で，オオハ
ムは主に岩礁海岸に多いとされる（千嶋2016）．しか
しながら，アビに加えてオオハムも調査地Bの個体数
が多かった．アビ類は春の移動時期は不明だが，11

月に個体数の増加がみられたため，秋の移動時期は
11月であると考えられる．また，少数のオオハムが越
夏していることが確認された．

ミズナギドリ科
調査範囲内でのミズナギドリ科の出現は少なかっ

た．そのため，ミズナギドリ科に限って，調査範囲
外を含む調査地から確認できた全ての個体数を計測
した．調査地Aでは2007年6月上旬と2008年5月
に，遠方海上を飛翔する推定1万羽以上の大きな
群れを確認した．確認されたミズナギドリ属は，オ
ホーツク海で数多く確認されているハシボソミズナギ
ドリPuffinus tenuirostrisもしくはハイイロミズナギドリ
P. griseusと考えられたが（たとえば福田・甲村2011），
遠方のため種の特定はできなかった．調査地Bでは7

月下旬～ 8月に少数のミズナギドリ属が調査範囲内
に出現したが，調査地Aのように遠方海上を飛翔す
る大きな群れは確認できなかった．調査地Bで2009

年5月に確認されたミズナギドリ属は，フルマカモメ
Fulmarus glacialisと考えられたが，遠方のため種の特
定はできなかった．

ウ科
ヒメウとウミウは調査地Aで多く確認され，調査地

BではカワウP. carboを含めたウ科3種の確認は少な
かった．調査地Aのヒメウは2007年の1月上旬～流
氷接岸までの間と，11～ 12月に個体数が増加した
が，2008年2月以降は個体数が少なかった．ウミウ
は調査地Aで4月上旬～ 10月上旬に確認され，1～
3月の記録はなかった．個体数は11月に大きく減少
し，その後は12月まで少数がみられた．ウミウは知
床半島で数多く繁殖しているため（福田2005），調査
地Aで確認された個体の一部は，繁殖個体が含まれ
ていたと考えられる．このため，調査地A周辺は知床
で繁殖するウミウの採食エリアのひとつであろう．ま
た，調査地Aのヒメウとウミウは，2008～ 2009年の
個体数が2007年の約半分に減少した．

カモメ科
両調査地で確認されたカモメ科の多くが4～ 5月

に個体数が増加し，ミツユビカモメRissa tridactylaと
カモメL. canusが11月に増加した．ウミネコは両調査
地で7月下旬～ 9月上旬に個体数が増加した．確認
したウミネコの多くが成鳥であり，繁殖を終えた個体
群が調査地へ移動してきたと考えられる．調査地へ
の飛来が予想されるウミネコの繁殖地は，知床半島
（福田2005），枝幸町目梨泊（村山ら2010）や利尻
島（風間ら2014）が考えられる．実際に，利尻島で
青色ウイングタグが標識されたウミネコが（長2002），
2003～ 2004年の8月上旬～ 10月上旬に網走で確
認されている（渡辺義昭未発表）．さらに，青森県蕪
島で標識されたウミネコ幼鳥が，巣立ち数カ月後にオ
ホーツク海で確認されている事例も複数ある（成田・
成田2004）．このため，北海道の繁殖地に加えて，
本州北部から飛来した成鳥個体が含まれていた可能
性も考えられる．アジサシSterna hirundoは両地点で8

月下旬～ 9月下旬に確認した．調査地Bで確認した
アジサシは2007年149羽であったが，2008年64羽，
2009年18羽と個体数が減少した．
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ウミスズメ科
ウミガラス属であるウミガラスUria aalgeとハシブト
ウミガラスU. lomviaは，両調査地で主に11～ 3月
に確認され，確認した個体数はほとんどが10羽未
満であった．ウミガラス属は調査地Aでは毎年確認
されたが，調査地Bでは個体数も確認数も少なかっ
た．しかしながら，調査地Bでは2007年4月上旬
に，網走方向へ飛翔中のウミガラス属10～ 30羽
程の群れを断続的に観察した．調査中に少なくとも
100羽以上が通過した．ケイマフリCepphus carboは調
査地Aでは毎冬1～ 7羽が確認されたが，繁殖中
と考えられる時期の確認は2007年7月の3羽のみで
あった．ケイマフリは知床半島で繁殖しているが（福
田2005），調査地Aでの確認は僅かであり，幼鳥と
考えられる個体も確認できなかった．このため，調
査地A周辺は繁殖個体の採食エリアおよび巣立ち
後の家族群の行動圏に含まれていない可能性があ
る．また，調査地Bでのケイマフリの確認は少なかっ
た．マダラウミスズメBrachyramphus perdixは調査地
Aの確認はなく，調査地Bでは2007年10月下旬に
7羽，同年11月中旬に5羽が確認された．2008年
は7月下旬に2羽が確認されただけであり，2009年
は1月下旬の1羽の記録を最後に出現が途絶えた．
マダラウミスズメは少なくとも1980年代まで北海道
で繁殖していた可能性があるが（千嶋2013），2000

年代以降の繁殖可能性を示す報告は羅臼町2007年
4月30日の1例のみである（福田・小林2009）．ま
た，BirdLife Internationalによると，マダラウミスズ
メは原生林の伐採や油田探査による減少が危惧され
ており（BirdLife International Brachyramphus perdix．
http://datazone.birdlife.org/species/factsheet/long-

billed-murrelet-brachyramphus-perdix，2020年10月31

日閲覧），今回の調査における減少は，当該地域へ
の飛来数の減少ではなく広域での個体数の減少が
反映されている可能性がある．ウミスズメは調査地A

で10月下旬に440羽，調査地Bでは2009年11月上
旬に195羽を確認した．ウミスズメの確認は断片的
であるが，10月下旬から11月上旬が移動時期と考
えられる．エトロフウミスズメ属のコウミスズメAethia 

pusillaは，調査地Aで2009年1～ 2月に最大で62

羽を確認した．エトロフウミスズメA. cristatellaの確認

は僅かであったが，確認は1～ 2月に集中していた．
エトロフウミスズメ属は海氷辺縁部を好むとされてお
り（千嶋2014），今回の調査で確認したエトロフウミ
スズメ属2種も流氷の動きに合わせるように移動して
いたと考えられる．ウトウは両調査地で4～ 6月に個
体数が増加し，その後は7月に減少した．そして，8

～ 10月にかけて再び個体数が増加した．2007年は
個体数が100羽を超えたが，2008年は30羽以下と
なり，2009年は60羽以上が確認された．ウトウの個
体数は，2つの調査地で同様の増減がみられた．福
田・甲村（2011）は知床半島北部沿岸に飛来するウト
ウは，国後島・択捉島の繁殖地から飛来している可
能性を指摘している．また，天売島のウトウは，島か
ら最大164kmの範囲で採食するとされており（Kato 

et al. 2003），両調査地は近郊で繁殖するウトウの潜
在的な採食エリアに含まれる．このため，ウトウの年
による個体数の増減は，繁殖個体の採食エリアの変
化によるものと考えられるが，一方で当該地域への非
繁殖個体の飛来も否定できない．

おわりに
この数十年のうちに希少種であるウミガラスおよび
エトピリカFratercula cirrhataの減少に加えて，普通種
と考えられていたウミネコやオオセグロカモメまでも
が減少しているという（Senzaki el al．2019）．このた
め，海鳥の保全を考える上で，希少種だけではない
海鳥全体の生息状況の把握が求められている．現
在，気候変動の影響が大きくなりつつあり，気候の
変化に合わせて環境も変化し，それに応じて海鳥の
動きも年々変わっていくことが予想される．今回の調
査は僅か3年であることに加えて，1回の調査時間が
短いことから，海鳥の保全に必要な十分な情報が得
られたとは言い切れない．今後も、オホーツク海の海
鳥の状況を正確に把握するために，継続的かつ長期
的なモニタリングを行っていくことが重要であろう．
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